
北鎮小の秋
北鎮小学校長 石 黒 雄 治

季節外れの台風が来たり，最も過ごしやすいはずの秋の日が本当に少なく感じた今秋でした。そんな

中でしたが，秋は実りの秋と言われる収穫期，北鎮小にも収穫と思えるような出来事が多い秋でした。

その一つが，校舎の改修です。体育館のシーリングワックスで床に輝きが戻り，そして校舎の屋根の

全面改修です。色あせてしまった屋根がきれいになりました。

もう一つが，学芸会です。限られた練習時間ながら，一歩一歩表現力と自信を身につけた子供たち，

当日の１０月７日には，大勢の来校者の前で堂々と発表しました。練習段階から児童公開日，そして本

番の姿を見てきましたが，先生方の熱意あふれる指導が子供たちの潜在能力を引き出していることを実

感しました。日頃の学校生活の中にある学芸会という行事をとおして，確かに成長した子供たちでした。

さらに，芸術の秋とも言われますが，作文や書写，絵画などの作品応募に挑戦して，優秀賞や金賞，

入賞など立派な賞に輝いている子供たちがいました。学校で取り組む作品応募もあれば個人で自ら作品

応募に挑戦する子もいます。自分の好きなことや得意分野から自ら作品に応募しようとすることは，と

てもすばらしいことです。これからも学校では，なるべくこのような作品応募の機会を周知するように

していきます。

また，つい先日の１０月２７日には，北海道算数数学教育研究大会が本校を会場に行われました。本

校の先生が授業公開して，全道各地からきた先生方より指導について学び合う機会となりました。この

機会を兼北鎮小学校公開研究会の日として，昨年度より２年間の研修計画のもと，本校の全職員と市内

の算数分野で研究する仲間との共同研究で指導のあり方を学んできました。結果的に，子供たちの学び

の高まりにつながっていくものと信じています。

この秋の北鎮小の出来事をいくつか紹介させていただきました。

さて，季節は秋から初冬へ，そして本格的な冬を迎えることになります。これか

らは，感染症の流行する時期でもあります。寒さで体調を崩すことなく過ごしてい

くことが大切です。健康が一番，そのためには，『生活リズムの安定』が肝要です。

残る二学期の毎日，しっかり過ごしていくことを願っています。 ＮＨＫが北鎮小３年教室へやってきた！（10/23）

給食「旭川産米『ゆめぴりか』を味わう日」に，米農家さん
と３年生児童との交流会がありました。『ゆめぴりか』が旭川
市でも生産されていることを広く知ってもらいたいと，米農家
さんが教室を訪れて話をし，一緒に給食を味わいました。きち
んとお話を伺い，「おいしい！」とおかわりをする，元気な子
がたくさんいる様子をＮＨＫが取材し，当日の夕方に放映され，
ＮＨＫ旭川放送局のキャスターブログに掲載されました。

11月行事予定

【11月の生活目標】
「きまりを守って生活しよう」

１ 水 児童教育相談③
交通安全指導日（特）

２ 木 児童教育相談➃
３ 金 文化の日

ふれあいコンサート（啓北中）
４ 土
５ 日
６ 月 児童会

校内絵画展（～12月1日）
７ 火
８ 水
９ 木 ストーンスープ朝の読み聞かせ
10 金 職員会議11（昼清掃）
11 土
12 日
13 月 就学時健康診断
14 火
15 水 諸費引落日⑦

教室照度検査
16 木 ストーンスープ朝の読み聞かせ
17 金 昼清掃
18 土
19 日
20 月 児童会(後5/8)
21 火
22 水 ストーンスープお楽しみ会(低)
23 木 勤労感謝の日
24 金 ４年校外学習

ストーンスープお楽しみ会(高)
25 土
26 日
27 月
28 火
29 水 参観日(低)，２学年レク
30 木 参観日(中)，３学年レク

牛乳パック整理

上級生をみならって

毎朝，保健室の前に，各学級分の健康観察カードを養護の田中先生
がかけてくれます。そしてＫさんとＨさんは，毎朝のように，田中先
生が廊下にカードをかけるのを手伝ってくれていました。
ある朝，保健室の前を通ると，ある１年生が田中先生といっしょに，

健康観察カードをかけてくれていました。田中先生は，「手伝ってくれ
ている上級生の姿を見ていて，今朝はこの１年生が手伝ってくれてい
るんです」とうれしそうに教えてくれました。そこへ，Ｋさんがやっ
て来て，いつものように残っていたカードをかけてくれました。そん
なＫさんに田中先生は，「いつも手伝ってくれているのを１年生が見て
いて，今日，手伝ってくれたんだよ。上級生らしい，りっぱなお手本
だね」と話していました。
Ｋさん，Ｈさんだけでなく，北鎮小にはすばらしい子どもがたくさ

んいます。他のすばらしい姿を見て，手本，目標とし，みならったり，
自分を振り返ったりすることができる子どもたちです。

北海道算数数学教育研究大会兼北鎮小学校公開研究会（10/27）
「先生はどんな質問，指示・指導をするのか」，

「児童はどんな反応をし，何をノートに書くのか」，
「授業が終わったときにどれぐらい理解している
のか」などを，253名の参加者が目を皿のように
して参観し，児童のノートをのぞき込んだり，写
真を撮ったり，児童同士の話し合いに聞き耳を立
てたりする中，算数の研究授業が行われました。
いつもとかなり様子が違う中での授業となりま

したが，それぞれの学級のよさがよく出た，いい
授業が展開されました。しかし，授業は，子ども
たち一人ひとりの力と先生の力を出し合ってつく
り上げるものです。それらの力を高める余地は，
まだまだありますので，今回の研究会を通して得
た経験，様々な考え方や実践を生かし，子どもた
ち一人ひとりに学力をしっかりと身につけさせ
る，いい授業を積み重ねていきます。
今回の公開研究会のために，児童の下校時刻の

変更，校内外の環境整備，２日間に渡る交通量の
増加対応，諸準備などに，多くの方のお力添えを
いただきました。ありがとうございました。

北鎮小の皆さんの活躍の記録

旭川市読書感想文コンクール 協会長賞 １年１組 白幡 茉子さん 「ちょっとだけ」をよんで
下水道いろいろコンクール 標語部門 入選 ４年２組 丸谷 優菜さん

書道部門 小学校低学年の部 金賞 ３年２組 松本 来夢さん
書道部門 小学校高学年の部 金賞 ５年２組 田中 美紅さん

「道民家庭の日」絵画コンクール2017 佳作 ３年１組 長濱 結衣さん



10月７日（土）第115回学芸会 地域・保護者公開日

10月25日（水）北鎮の広場（異学年集会）「風船運びリレー，○×ゲーム」


